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＜連絡事項

・デイケア保険(デイケア保障制度)について、3/3(月)にメンバー、関係機関にお知らせを出し、3/4から集金をはじめ3/14(金)締め切り予定。

　　　　　保障タイプD(24時間、365日対応)

　　　　　4000円＋100円(手数料)　　　計4100円を集める。

＜外来情報＞

· 久保　興介様～「外出した時吐き気がしたが、その後は大丈夫」と話される。ユーパン14日分処

方となる。

· 横町　浩　様～｢父親から働けと言われるが、もう少しよくなってから働く｣と話されている。「眠

剤を10時以降に飲むと、次の朝頭が痛い。８時くらいが丁度良い」と話される。

· 田名部一樹様～｢体調は変わりない。料理をやったりやらなかったりして長続きしない｣と話され

る。主治医より毎日で料理するのではなく、出来る時だけやるようにと助言あり。

· 関口　禅　様～｢１週間調子が良い。前回胃の痛みがあり、薬を飲んだら良くなったのでもう　　　　　　　　　

少し続けたい｣と話されている。

· 伊藤　雄一様～主治医に「薬を自己管理したいが後どのくらいスタッフ管理にすればいいか」「外

来の日デイケアを休みたい」と話される。理由を聞くと「青山荘スタッフの対処の仕方、気質、付き合い方を知らないとやり難いんではないかと思って」と話されている。

· 関　秀治　様～「膝に痛みありエアロビクスをどうしようか」と話される。主治医より無理のない　

ように、やってみて、駄目なら休めばいいとの助言あり。また「職親で、二人ペアでやっているが、もう一人がペースが速いため、焦ってしまう」とも話しており、主治医より自分のペースで時間に間に合わせてやればいいとの助言あり。

· 村田　昭一様～特に変わりないとの事。次回採血予定。

· 井畑　光湖様～姉の出産の為、神奈川に行くとの事。定期薬一週間分処方。次回3/11受診予定。　　　　　　　　

· 本多　富美様～昨日、犬の散歩中に坂道で転び頭を打ったとの事。主治医より血が止まっている為、

頭痛・吐き気がしたら脳外科受診するよう説明あり。眠剤２日分を服用し、不足するとのことで、２日分を追加処方。酒臭あり、本人も飲酒を認めている。

＜利用者様情報＞

· 宮　陽子様　 ～面談にて「デイケアプログラムが幼稚で職員の子供のお守りをしているようで疲

れる。高度なプログラムにして欲しい」との要望聞かれる。「自分は今まで人が良く、何でも我慢して人と付き合ってきたが今度は選んで人と付き合っていく。社会にでても何も困ることはない」と話しており、過去の振り返りは出来ずにいる。

· 袴田　隆裕様～青明舎より、昨日のパセリー菜での職場体験の様子について報告あり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

軽作業(苗の箱を運ぶ作業)を3時間実施。本人は「思ったより疲れなかった。最初は地味な作業かと思ったが、思ったより良かった」と話される。雇用側は｢慣れてくるともう少しスピードアップできるだろう｣と話していたとの事。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本日風邪の為デイケアを欠席されている。

· 本多　富美様～昨日、犬の散歩中に転倒したとの事で後頭部に5㎝×5㎝程の腫脹、出血痕あり。
BD140/86mmHg。目眩、吐き気はないが頭痛の訴えあり、外来受診を行っている。

· 細越　定生様～3/17(月)からデイケア正式利用予定。（月・水・金の週３日利用）本日原付バイクで

通所し青陽館前に駐車していた為、病院の駐輪場に置くよう説明している。

　　　　　　　　　　⇒スタッフを変えて意見、要望を言うので、スタッフ間で統一した返答をする
よう配慮していく事。

・　富田　紀子様～3/3(月)からデイケア正式利用予定。（毎週月曜日の週１回）

· 小野寺ノリ様～今週火曜日の入浴後、一人で青風荘へ戻る事あり。その為、昨日の入浴後、本人

様に青風荘へ戻らないよう説明しているにも関わらず、スタッフが1分程目を離した間に青風荘へ帰荘しており、青風荘スタッフ同伴にて青陽館へ戻られる。

理由を尋ねると「ちょっと行ってみたかったから」と笑いながら話されている。

　　　　　　　　　　⇒常に所在確認をし、入浴後は窓際の席で休憩していただく。

· 長瀬紘一郎様～本日の昼食時、魚を喉に詰まらせており、自己排除している。ミキサー食から刻

み食に変更後、詰まる回数が増えているため、食事形態の見直しについて本人へ確認するが、「今のままで様子を見たい。」と話される。

＜プログラム検討＞

検討内容：メンバーのニードに応じたプログラム内容

～芸術、作業～

・自由な枠が欲しい、４種類ぐらいの選択項目を設けて、メンバーに選択してもらう形。

・自由に選択して参加できるものが欲しい。作品として形に残るものにして欲しい

※メンバーからの意見

・集中して取り組む事のできる枠を設けて欲しい。

・やらされている感じがする。（メンバーからの意見）

～社会資源、制度～

・法律についての内容は無くして欲しい。

・具体的な内容（交通機関の利用や場所の確認、メンバーが実際に利用したいものや場所など）で、実技も入れながら実施して欲しい。

～就労支援～

・座学だけでなく、実技も導入して欲しい。

・対象者はあくまでも希望者として欲しい。

～料理教室～

・希望者だけででも実施できる形にして欲しい。

～外出プログラムの導入～

・２～３人程度で実施したい。

・参加者間で時間や場所のスケジュールを綿密にたてて実施したい。

～計算プリント～

・デイナイトケアメンバーより希望あり。

※個々に考えるプログラムについて、３月４日（火）まで中野渡へメールすること。

（現行のもので継続したい内容や、他のプログラムと統合してもよいと思う内容など…）










